
第 35回八丈島三根会開催日発行

会報 八丈島三根会

八丈島と三根と私達！

4
Vol.

2017 5.27

三根会ホームページ

http://mitsunekai.life.coocan.jp

八丈島三根会



P-1

第
二
の
故
郷
﹁
八
丈
島
・
三
根
﹂
の
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　

辻
野
具
成
︵
昭
和
三
十
五
年
か
ら
昭
和
四
十
八
年
在
勤
︶

　

昭
和
三
十
五
年
春
か
ら
、
十
四
年
間
の
長
期
に
わ
た
る
八
丈
島
で
の
生
活

の
思
い
出
は
、
私
の
一
番
の
宝
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
五
年
の
年
頭
、
当
時
の
町
立
富
士
中
学
校
阿
部
雄
吉
校
長
先
生

か
ら
任
用
の
お
電
話
を
頂
き
、
保
健
体
育
科
の
教
師
と
し
て
着
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

町
立
富
士
中
学
校
は
、
各
学
年
﹁
松
・
竹
・
椿
﹂
組
と
多
く
の
生
徒
が
在

籍
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
在
任
期
間
は
、
阿
部
雄
吉
・
松
代　

翼
・
松
代
恒
信
・

高
橋　

惇
・
奥
山
憲
春
校
長
先
生
が
、
学
校
経
営
に
携
わ
っ
て
お
り
、
教
師

と
し
て
の
任
務
に
つ
い
て
の
学
び
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
間
に
体
育
館
︵
三
根
小
学
校
旧
校
舎
を
活
用
︶
は
昭
和

三
十
八
年
に
建
設
、
校
庭
の
西
側
に
あ
っ
た
プ
ー
ル
は
昭
和
四
十
四
年
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
島
の
人
々
の
人
情
溢
れ
る
愛
情
に
支
え
ら
れ
、
家
族
を
も
た
せ
て

い
た
だ
き
︵
長
女
は
三
根
小
へ
進
学
・
次
女
は
む
つ
み
保
育
園
へ
入
園
︶
と
、

当
時
を
思
い
起
こ
し
て
み
ま
す
と
、
な
つ
か
し
く
か
つ
、
有
り
が
た
い
生
活

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
八
年
ほ
ど
毎
年
ご
縁
を
い
た
だ
き
、卒
業
生
の
還
暦
の
お
祝
い
の
会
や
、

町
立
三
根
小
学
校
・
大
賀
郷
小
学
校
・
三
原
小
学
校
に
お
け
る
﹁
道
徳
授
業

地
区
公
開
講
座
﹂
や
、
校
内
研
修
会
の
講
師
と
し
て
お
招
き
を
い
た
だ
き
、

八
丈
島
の
人
々
や
風
景
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、在
任
時
を
思
い
出
し
て
は
、

私
を
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
へ
の
お
礼
を
深
く
感
じ
て
お
る
し
だ
い
で
す
。

　

今
年
も
一
月
に
、
三
原
小
学
校
で
の
研
修
会
に
お
招
き
を
い
た
だ
き
、
二

日
目
は
午
後
便
で
の
帰
京
で
し
た
の
で
、
午
前
中
は
歩
い
て
神
湊
西
・
神
湊
東
・

赤
金
・
洋
望
・
東
畑
・
中
平
・
新
道
・
護
神
・
桜
平
・
明
治
橋
・
新
田
・
川
の
平
・

川
向
・
矢
崎
な
ど
な
ど
、
当
時
の
在
校
生
諸
君
の
お
宅
を
想
像
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
な
つ
か
し
み
を
実
感
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。︵
途
中
お
三
人
の
方
、

卒
業
生
と
、
当
時
の
保
護
者
の
方
か
ら
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。︶

　

八
丈
町
立
富
士
中
学
校
で
の
思
い
出
と
は
、
何
と
い
っ
て
も
富
士
中
学
校

校
舎
の
光
景
で
す
。
背
後
の
西
山
︵
八
丈
富
士
︶
に
支
え
ら
れ
て
い
る
校
舎

に
は
強
い
印
象
と
、
立
派
な
光
景
と
の
思
い
は
深
い
も
の
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
私
は
保
健
体
育
科
教
師
・
野
球
部
の
顧
問
と
し
て
、
毎
日
校

庭
で
の
授
業
な
ど
に
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
光
景
は
極
め
て
立
派
な
印
象
で

あ
り
ま
す
。

　

因
に
、
八
丈
島
三
根
と
は
、
西
山
︵
八
丈
富
士
︶・
東
山
︵
三
原
山
︶・
神
止

山
と
三
山
の
根
元
と
な
る
地
域
か
ら
﹁
三
根
﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
と
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、﹁
八
丈
シ
ョ
メ
節
﹂
に
八
丈
島
を
代
表
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
、﹁
情

け
島
﹂
こ
そ
、
島
民
の
生
活
の
大
基
盤
と
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
学
校
へ
の
支
援
は
、正
し
く
﹁
学
家
地
連
携
﹂

の
基
盤
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
学
校
行
事

な
ど
へ
の
参
加
・
協
力
︵
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
委
員
は
各
部
落
毎
に
、
学
校
を
支

援
す
る
委
員
が
お
り
ま
し
た
。︶
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
生
徒
の
成
長
へ
の
取
り
組
み
の
証
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
三
根
小
学
校
運
動
会
の
﹁
部
落
対
抗
リ
レ
ー
﹂
に
は
、
毎
年

走
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
部
落
ご
と
に
応
援
席
が
設
け
ら
れ
、

運
動
会
が
終
わ
っ
た
夜
は
部
落
の
懇
親
会
で
、
隣
近
所
が
一
緒
に
な
っ

て
、
互
い
に
協
力
し
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
で
、
深
い
有
り
難
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
生
徒
諸
君
の
﹁
勝
る
気
持
ち
へ
の
努
力
﹂
も
、
在
任
中
の
大

変
大
き
な
印
象
で
す
。
学
校
行
事
や
部
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
四

中
陸
上
競
技
記
録
会
や
、
四
中
駅
伝
大
会
を
始
め
、
各
部
活
動
の
対
抗

戦
な
ど
、
自
分
の
力
を
発
揮
す
る
取
り
組
み
の
や
る
気
は
今
も
い
ろ
い

ろ
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
の
秋
か
ら
で
す
が
﹁
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
﹂︵
男
子‥

富

士
中
〜
町
役
場
往
復
︶・
女
子‥

富
士
中
〜
八
丈
島
会
館
往
復
︶
で
は
、

町
を
湧
か
す
頑
張
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
男
子
四
中
駅
伝

大
会
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
・
四
十
八
年
度
と
二
年
続
け
て
の
優
勝
は
、

生
徒
諸
君
の
頑
張
り
と
忘
れ
ら
れ
な
い
取
り
組
み
で
し
た
。

　

こ
の
度
﹁
会
報　

八
丈
島
三
根
会
﹂
へ
の
原
稿
の
ご
依
頼
い
た
だ
き
、

富
士
中
学
校
在
任
中
の
﹁
学
校
要
覧
﹂・﹁
卒
業
ア
ル
バ
ム
﹂・﹁
学
年
だ
よ
り
﹂

な
ど
を
開
い
て
見
ま
し
た
。
更
な
る
思
い
出
や
有
り
が
た
み
を
強
く
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
の
、
十
四
年
間
の
八
丈
町
立
富
士
中
学
校
で
の
思
い
出
を
、
た
だ

綴
り
続
け
ま
し
た
が
、
そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
な
あ
と
、

卒
業
生
の
皆
様
も
昔
を
思
い
出
し
、
島
を
愛
す
る
気
持
ち
の
一
途
に
な
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

三
根
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
、
皆

様
と
の
再
会
を
心
よ
り
願
い
、
ま
と
め
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。



P-2

奥
山
熊
雄
さ
ん
の
思
い
出

﹁
月
夜
に
提
灯
見
た
こ
と
な
い
。
布
団
の
三
角
見
た
こ
と
な
い
。
坊

主
の
ち
ょ
ん
ま
げ
見
た
こ
と
な
い
。
畑
の
蛤
見
た
こ
と
な
い
。
海
の

牛
蒡
大
根
見
た
こ
と
な
い
。
ソ
ラ
キ
ナ
ヤ
レ
キ
ナ
ヤ
レ
。﹂

　
今
か
ら
三
十
年
近
く
前
、
熊
ち
ゃ
ん
の
太
鼓
を
初
め
て
聴
い
た
時

に
衝
撃
を
受
け
た
の
は
そ
の
叩
い
て
い
る
姿
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

太
鼓
の
間
に
入
る
こ
の
お
囃
子
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
八
丈
太
鼓
の

サ
ー
ク
ル
に
い
く
つ
か
入
っ
て
い
ま
し
た
が
こ
ん
な
文
句
を
挿
入
す

る
人
に
会
っ
た
こ
と
が
な
く
、
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
た
と
同
時
に
昔

は
こ
ん
な
風
に
叩
い
て
い
た
の
か
な
、
と
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
熊
ち
ゃ
ん
に
は
お
会
い
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
熊
雄
さ
ん
と
共
に
宴
会
に
呼
ば
れ
て
太
鼓
を
叩
く
３
人

組
の
内
一
人
が
島
を
離
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
代
わ
り
に
お
誘
い
を
受

け
て
一
緒
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
熊
ち
ゃ
ん
は
僕
の
こ
と
を
と
て
も
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、

島
外
に
行
か
れ
る
時
も
下
拍
子
と
し
て
指
名
し
て
く
だ
さ
り
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
お
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に
八
十
歳
を
超

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
た
の
で
す
が
、
ご
自
分
の
こ
と
は
す
べ
て
お
や
り

に
な
っ
て
、
時
間
に
余
裕
を
持
ち
、
ホ
テ
ル
を
出
る
時
や
本
番
前
で

も
、
身
支
度
を
ま
ず
整
え
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
す
る
方
で
し
た
。
そ

ん
な
時
﹁
お
客
さ
ん
の
都
合
で
早
く
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
ね
﹂
と

笑
顔
で
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　﹁
太
鼓
の
こ
と
は
太
鼓
に
聞
け
﹂
が
口
癖
で
、
出
先
で
用
意
さ
れ

た
太
鼓
に
文
句
を
言
う
こ
と
は
一
切
な
く
、
い
つ
も
そ
の
太
鼓
の
一

番
い
い
音
を
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
熊
ち
ゃ
ん
は
野
菜
作

り
の
名
人
で
も
あ
り
、
い
つ
か
ス
イ
カ
の
収
穫
時
期
の
目
安
を
聞
い

た
と
こ
ろ
﹁
ス
イ
カ
の
こ
と
は
ス
イ
カ
に
聞
け
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
熊
ち
ゃ
ん
は
学
校
に
上
が
る
前
に
近
所
の
バ
ン
マ
か
ら
太
鼓
や

歌
、
踊
り
を
教
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
江
戸
時
代
生
ま
れ
の
バ
ン
マ
は
、

教
え
る
と
す
ぐ
に
覚
え
る
幼
少
の
熊
ち
ゃ
ん
を
と
て
も
か
わ
い
が
っ

て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
彼
が
身
に
つ
け
た
芸
は
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
学
校
に
上
が
る
前
に
身
に
つ
け
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　
八
丈
太
鼓
も
今
で
は
勇
壮
で
力
強
い
叩
き
方
が
主
流
で
大
変
魅
力

が
あ
り
ま
す
が
、
熊
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
着
物
を
着
て
足
を
閉
じ
歌
や

囃
子
を
入
れ
る
優
雅
な
八
丈
太
鼓
も
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。
要
は
自

分
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
め
ば
い
い
ん
だ
と
最
近
は
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
八
丈
島
で
熊
ち
ゃ
ん
に
出
会
っ
た
こ
と
は
僕
の
宝

で
す
、
熊
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
。

淺
沼　

高
三

町
政
施
行
記
念
の
歩
み

　

昭
和
二
九
年
十
月
一
日
、
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
三
根
村
・

樫
立
村
・
中
之
郷
村
・
末
吉
村
・
鳥
打
村
の
各
村
が
合
併
し
て
「
八

丈
村
」
と
な
り
翌
三
十
年
四
月
一
日
、
八
丈
村
・
大
賀
郷
村
・
宇

津
木
村
の
各
村
が
合
併
し
て
「
八
丈
町
」
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
九
年
八
丈
島
の
七
カ
村
が
大
同
団
結
し
て
、
八
丈
島
町
制

を
施
行
し
て
か
ら
十
周
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
池
田

町
政
の
元
、
町
制
施
行
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
終
了

後
、都
内
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
七
十
社
を
全
国
町
村
会
館
に
招
致
し
、

東
京
都
の
広
報
の
協
力
を
得
て
、
観
光
誘
致
懇
談
会
を
開
催
す
る

等
、
観
光
誘
致
に
努
め
た
。

（
終
了
後
写
真
は
池
田
町
長
を
始
め
観
光
協
会
役
員
共
に
日
光
見

学
を
し
た
も
の
で
あ
る
。）

　

二
十
周
年
記
念
事
業
式
典
は
昭
和
四
九
年
、
峯
元
町
政
の
元
、

八
丈
町
へ
の
功
労
者
八
三
人
を
表
彰
、
島
内
外
か
ら
四
百
人
が
列

席
し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
解
説
委
員
「
山
室　

英
男
」
氏
の
記
念
公
演
を

始
め
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
を
決
め
る
等
盛
大
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
観

光
協
会
主
催
、
八
丈
島
新
聞
社
共
催
に
よ
る
第
一
回
フ
リ
ー
ジ
ア

娘
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
東
京
都
内
へ
派
遣
し
、
銀
座
、
新
宿
、
渋

谷
で
大
人
気
を
は
く
し
た
も
の
で
あ
る
。写
真
は
当
時
の
女
童（
め

な
ら
べ
）
た
ち
で
あ
る
。

　

三
十
周
年
記
念
式
典
は
昭
和
五
九
年
、
奥
山
町
政
の
元
、
功
労

表
彰
百
五
九
人
で
三
根
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
式

典
に
提
出
す
る
た
め
、
町
民
憲
章
の
素
案
を
作
る
こ
と
に
私
が
な

る
の
で
あ
る
。
時
局
講
演
で
は
「
政
治
構
造
を
切
る
」
題
し
て
飯

島
清
代
の
辛
口
講
演
で
あ
っ
た
。

　

四
十
周
年
式
典
は
平
成
六
年
、
奥
山
町
政
の
元
、
三
百
人
の
表

彰
者
で
あ
っ
た
。
多
年
、
島
民
の
健
康
と
安
ら
ぎ
と
の
増
進
を
図

る
上
か
ら
温
泉
の
開
発
促
進
が
あ
っ
た
。
泉
質
の
検
査
の
た
め
、

一
升
瓶
に
入
れ
た
泉
源
を
池
袋
の
研
究
所
に
何
度
足
を
運
ん
だ
こ

と
だ
っ
た
ろ
う
か
。

　

五
十
周
年
記
念
式
典
は
平
成
一
六
年
、
道
徳
町
長
の
元
、
百
八

十
人
の
表
彰
で
あ
っ
た
。
八
丈
町
が
誕
生
し
て
か
ら
半
世
紀
、
式

典
は
八
丈
高
校
視
聴
覚
室
で
挙
行
さ
れ
た
。
五
十
年
の
節
目
、
社

会
は
成
長
期
を
経
て
、
内
部
に
潜
む
病
巣
が
表
面
化
し
て
未
だ
に

様
々
な
問
題
が
あ
り
、経
済
大
国
の
地
位
は
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
、

本
当
に
楽
園
の
島
と
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

記
念
講
演
で
阿
岸
教
授
が
提
唱
し
た
八
丈
島
の
「
タ
ラ
ソ
テ
ラ

ピ
ー
」
の
実
現
に
努
力
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

＊
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の
意
味

　

生
命
の
起
源
で
あ
る
海
の
恵
み
を
体
内
に
取
り
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
身
体
の
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
自
然
療
法
で
す
。

身
体
機
能
の
回
復
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
増
進
の
た
め
の
療
法
技
術
。（
海
藻
パ
ッ
ク
、
海
泥
、
海
水

ミ
ネ
ラ
ル
を
用
い
た
美
容
法
な
ど
）

第一回フリージア娘キャラバン隊施行１０周年日光にて

長
山
　
育
生
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太
平
洋
戦
争
の
戦
闘
が
八
丈
島
の
目
の
前
に
迫
っ
た
時
に
終
決
し
た
戦
争
、
八
丈
島
で
も
住

民
の
多
く
が
内
地
へ
疎
開
し
、
ま
た
、
疎
開
者
の
便
乗
し
た
東
光
丸
の
撃
沈
が
あ
り
、
そ
し

て
島
の
一
部
で
も
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
り
、
空
で
は
戦
闘
機
の
空
中
戦
の
戦
い
も
あ
っ
た
と

聞
く
。
島
に
も
軍
人
が
あ
ふ
れ
、
硫
黄
島
の
次
は
八
丈
島
で
の
戦
い
か
、
と
予
想
さ
れ
た
。

そ
ん
な
戦
争
が
終
結
し
、
八
丈
島
も
平
和
の
道
を
歩
み
だ
し
た
。
戦
後
の
八
丈
島
の
三
根
小

学
校
の
行
事
を
拾
っ
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
　
　
　
大
東
亜
戦
争
は
無
条
件
降
伏
を
以
っ
て
終
結
せ
り

九
月
一
日
　
　
　
　
残
留
孤
児
を
集
め
て
、
学
校
教
育
を
再
開
す
。
入
学
式
を
行
い
学
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
級
編
成
を
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
初
一
・
二
山
丸
訓
導
担
任
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
初
三
・
四
、
五
雨
森
訓
導
担
当
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
初
六
高
全
高
橋
訓
導
担
当
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
三
氏
は
幸
い
に
現
地
に
居
ら
れ
た
の
で
素
早
く
こ
の
措
置
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
が
と
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
児
童
数
　
一
三
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
三
〇
日
　
東
光
丸
遭
難
者
六
十
六
名
の
慰
霊
祭
を
宗
福
寺
に
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
於
い
て
挙
行
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
一
年

　
二
月
一
八
日
　
　
戦
災
児
童
へ
衣
類
学
用
品
の
配
給
を
な
す
。

　
三
月
五
日
　
　
　
戦
後
初
め
て
の
校
外
教
授
を
行
う
。

　
三
月
十
一
日
　
　
故
前
校
長
矢
部
伴
三
氏
、
故
前
教
頭
持
丸
保
次
氏
の
慰
霊
祭
を
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
本
校
に
於
い
て
執
行
す
。

　
三
月
二
十
五
日
　
終
了
並
に
終
業
式
を
挙
行
す
。

　
四
月
十
九
日
　
　
馬
鈴
薯
の
害
虫
駆
除
を
な
す
。

　
五
月
二
十
八
日
　
食
料
逼
迫
の
状
況
下
に
於
い
て
、
本
日
よ
り
午
後
の
授
業
を
打
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
切
り
、
毎
日
食
料
増
産
教
育
に
邁
進
す
る
こ
と
と
せ
り
。

　
五
月
三
十
日
　
　
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
神
港
に
漂
着
し
た
る
を
全
児
童
見
学
す
。

　
七
月
四
日
　
　
　
水
田
害
虫
の
駆
除
に
奉
仕
す
。

　
七
月
八
日
　
　
　
天
草
の
口
開
け
。

　
十
一
月
四
日
　
　
運
動
会
を
開
催
す
。

　
十
一
月
十
一
日
　
杉
田
氏
来
校
、
童
話
会
を
開
催
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
二
年

　
一
月
十
日
　
　
　
書
初
展
覧
会
を
開
催
。

　
一
月
十
三
日
　
　
杉
田
先
生
の
童
話
会
を
開
催
。

　
一
月
十
五
日
　
　
　
開
校
記
念
式
挙
行
、
学
芸
会
開
催
。

　
三
月
二
十
五
日
　
　
修
了
終
業
式
挙
行
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
二
年
度
よ
り
六
・
三
・
三
制
に
よ
る
新
教
育
発
足
。
よ
っ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
高
等
科
は
二
十
一
年
度
を
以
っ
て
最
後
と
す
る
。

　
四
月
十
一
日
　
　
　
始
業
式
入
学
式
挙
行
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
来
の
国
民
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
三
根
小
学
校
と
称
す
。
併
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
さ
れ
て
あ
っ
た
高
等
科
は
新
制
中
学
（
富
士
中
学
校
）
へ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
学
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
四
月
十
六
日
　
　
　
故
前
校
長
矢
部
伴
三
氏
の
埋
葬
儀
執
行
せ
ら
る
る
に
つ
き
全
校
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
五
月
二
十
日
　
　
　
校
外
教
授
を
行
う
。

　
七
月
五
日
　
　
　
　
天
草
の
口
開
け
に
つ
き
、
上
級
児
童
採
取
実
習
に
参
加
す
。

　
七
月
八
日
　
　
　
　
八
丈
島
定
期
船
、
黒
潮
丸
竣
工
し
、
初
航
海
に
つ
き
、
全
校
児
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
童
見
学
す
。

　
七
月
十
二
日
　
　
　
水
泳
大
会
を
神
港
に
開
催
す
。

　
七
月
二
十
九
日
　
　
水
田
害
虫
駆
除
作
業
に
六
年
児
童
参
加
す
。

　
八
月
二
十
六
日
　
　
ス
リ
ッ
プ
の
配
給
を
な
す
。

　
十
月
十
四
日
　
　
　
全
校
児
童
に
Ｄ
・
Ｄ
・
Ｔ
を
散
布
す
。

　
十
一
月
三
日
　
　
　
秋
季
運
動
会
を
開
催
。

　
十
一
月
二
十
七
日
　
全
校
校
外
教
授
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
三
年
　

　
一
月
十
五
日
　
　
　
開
校
記
念
式
並
に
学
芸
会
挙
行
。

　
三
月
五
日
　
　
　
　
六
年
生
富
士
山
登
山
方
々
記
念
植
林
の
手
入
れ
を
な
す
。

　
三
月
九
日
　
　
　
　
全
校
校
外
教
授
を
行
う
。

　
三
月
十
五
日
　
　
　
修
卒
業
式
挙
行…

新
制
小
学
校
の
第
一
回
卒
業
式
。

　
四
月
二
十
六
日
　
　
全
校
校
外
教
授
を
行
う
。

　
五
月
五
日
　
　
　
　
子
供
の
日
、
小
運
動
会
を
開
催
す
。

　
六
月
十
日
　
　
　
　
小
学
芸
会
を
玄
関
を
会
場
と
し
て
行
う
。

　
七
月
九
日
　
　
　
　
小
展
覧
会
を
開
催
す
。

　
九
月
七
日
　
　
　
　
底
土
海
岸
に
於
い
て
水
泳
会
を
開
催
す
。

　
九
月
十
一
日
　
　
　
防
火
避
難
訓
練
を
実
施
す
。

　
十
月
四
日
　
　
　
　
校
外
教
授
を
行
う
。

　
十
一
月
三
日
　
　
　
文
化
の
日
、
運
動
会
開
催
。

　　
　―

以
上
戦
後
、
四
年
間
の
三
根
小
学
校
の
行
事
を
掲
載
。（
三
根
小
学
校
創
立
百
年
　
　

　
　
　
記
念
誌
よ
り
引
用
）　

戦
後
の
小
学
校
の
行
事
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眼
下
に
悠
然
と
流
れ
る
白
い
雲
︑
そ
の
下
に
は
草
原
や
低
木
が
混

在
し
︑
更
に
山
裾
を
下
る
と
林
へ
と
広
が
り
を
見
せ
海
に
落
ち
て
い

る
︒
こ
こ
は
標
高
８
５
４
ｍ
︑
伊
豆
諸
島
で
一
番
高
い
八
丈
富
士
の

山
頂
だ
︒
八
丈
富
士
に
は
登
っ
た
方
も
多
い
と
思
う
が
︑
山
頂
の
峰

﹁
お
鉢
巡
り
﹂
を
し
た
方
は
ど
の
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
︒
私
も
過

去
に
何
度
か
山
頂
に
登
っ
た
経
験
は
あ
る
が
︑﹁
お
鉢
巡
り
﹂
は
初

め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
︒

　
登
頂
し
た
地
点
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
︑
今
回
は
右
回

り
で
歩
い
て
み
た
︒
眼
下

に
は
飛
行
場
や
神
戸
山
︑

三
根
の
家
並
み
を
眺
め
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
︒

道
幅
は
狭
く
人
１
人
通
れ

る
ほ
ど
の
小
道
で
︑
対
面

か
ら
人
が
来
る
場
合
は
歩

行
を
止
め
て
す
れ
違
う
事

に
な
る
︒
草
地
を
か
き
分

け
歩
い
て
行
く
と
次
第
に

膝
ま
で
の
低
木
の
密
集
し

た
道
に
差
し
掛
か
る
︒
そ

こ
は
藪
と
低
木
に
覆
わ
れ

足
元
は
見
え
ず
︑
時
々
︑

足
が
幹
に
当
た
り
︑
ま
た
︑

溝
も
あ
る
た
め
に
慎
重
に
足
を
運
ば
ね
ば
な
ら
な
い
︒
し
ば
ら
く
歩

い
た
と
こ
ろ
で
右
手
の
山
の
下
に
目
を
凝
ら
す
と
垂
土
の
先
の
ホ
テ

ル
群
と
三
根
永
郷
が
見
え
て
く
る
︒
そ
し
て
左
手
に
は
岩
と
ジ
ャ
ン

グ
ル
に
覆
わ
れ
た
崖
が
大
き
な
円
形
の
噴
火
口
の
壁
と
な
っ
て
下
に

落
ち
て
お
り
︑
そ
の
高
低
差
は
１
０
０
ｍ
以
上
あ
り
そ
う
だ
︒
上
か

ら
は
腹
這
い
に
な
っ
て
覗
か
な
い
と
怖
く
て
下
を
見
る
こ
と
が
出
来

な
い
︒
噴
火
口
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
は
頂
上
の
峰
と
違
い
強
風
を
受
け
な

い
せ
い
か
︑
木
々
も
高
く
鬱
蒼
と
し
て
風
に
揺
れ
て
い
る
︒
し
ば
ら

く
見
渡
し
て
い
る
と
何
か
︑
そ
の
神
秘
性
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
う
︒

や
は
り
︑
こ
こ
は
山
の
神
の
神
聖
な
領
域
な
の
だ
ろ
う
か
︒
そ
う
い

え
ば
確
か
に
内
輪
山
へ
降
り
た
噴
火
口
の
一
角
に
神
様
が
祭
ら
れ
て

い
る
は
ず
だ
︒

そ
し
て
道
に
戻
る
と
こ
の
辺
か
ら
は
砂
利
道
︑
岩
山
に
変
わ
り
︑
歩

き
や
す
い
︒
ま
た
︑
夏
の
季
節
な
の
で
風
も
さ
わ
や
か
で
気
温
も
涼

し
い
た
め
︑
心
地
よ
く
︑
ハ
イ
キ
ン
グ
も
快
適
だ
︒
私
も
ハ
イ
キ
ン
グ

は
関
東
近
郊
の
山
々
や
高
原
等
へ
何
度
か
行
っ
た
経
験
も
あ
る
が
︑
そ

の
自
然
の
壮
観
な
景
色
に
は
い
つ
も
圧
倒
さ
れ
る
︒
し
か
し
︑
今
回
は

そ
の
山
々
に
加
え
て
海
も
望
む
こ
と
が
出
来
る
︒
何
と
言
っ
て
も
足
元

か
ら
眼
下
に
望
め
る
広
い
海
が
地
平
線
ま
で
広
が
り
︑
ま
る
で
天
空
の

上
を
散
歩
し
て
い
る
か
の
様
に
浮
い
た
気
分
も
味
わ
え
る
の
だ
︒
海
に

囲
ま
れ
た
山
頂
と
い
う
自
然
環
境
の
中
で
︑
こ
こ
で
は
普
通
の
山
歩
き

と
違
う
素
晴
ら
し
い
﹁
お
鉢
巡
り
﹂
を
体
験
で
き
る
︒

　
こ
の
辺
で
コ
ー
ス
の
半
分
ほ
ど
廻
っ
た
だ
ろ
う
か
︒
一
休
み
す
る
た

め
岩
に
腰
か
け
︑
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
遥
か
先
の
峰
の
対
面
を
見
渡
す

と
ハ
イ
カ
ー
の
人
達
が
歩
い
て
い
る
の
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
︒
そ
し

て
山
頂
の
峰
の
中
に
目
を
移
す
と
内
輪
山
の
平
原
も
見
え
︑
中
央
に
は

湿
地
帯
と
な
る
池
が
広
が
り
水
面
に
太
陽
が
反
射
し
光
っ
て
い
る
︒

休
息
を
終
え
︑
再
び
先
を
歩
い
て
い
く
と
青
い
海
に
浮
か
ぶ
緑
一
色
の

島
が
見
え
て
き
た
︒
八
丈
小
島
だ
︒
八
丈
島
の
西
方
︑
数
キ
ロ
先
に
浮

か
ぶ
小
島
は
八
丈
島
と
対
と
な
っ
て
常
に
横
に
並
び
︑
八
丈
島
の
景
観

の
引
き
立
て
役
に
な
っ
て
い
る
︒
山
頂
の
上
か
ら
見
て
も
小
島
の
景
観

は
絶
景
で
絵
に
な
る
存
在
で
あ
る
︒

そ
し
て
ま
た
︑
先
へ
と
道
を
進
む
と
足
元
が
狭
く
ぬ
か
る
ん
だ
小
道
が

続
き
︑
そ
こ
を
抜
け
る
と
再
び
歩
き
や
す
い
草
地
に
入
る
︒
お
鉢
巡
り

も
終
盤
に
差
し
掛
か
り
︑
目
先
に
は
大
賀
郷
の
南
原
海
岸
と
八
重
根
港

が
見
え
て
き
た
︒
こ
の
先
が
八
丈
富
士
の
山
頂
地
点
で
︑
標
高
８
５
４

ｍ
の
碑
が
あ
り
︑
こ
こ
で
本
当
に
登
頂
完
遂
と
な
る
︒
足
を
止
め
て
遠

く
目
を
凝
ら
し
青
个
島
を
探
し
て
み
る
と
地
平
線
の
先
に
島
の
霞
ん
で

る
姿
は
見
る
こ
と
が
出
来
た
︒
海
は
静
か
で
落
ち
着
い
て
い
て
そ
の
雄

大
な
景
観
に
魅
了
さ
れ
る
︒
海
が
間
近
に
迫
り
︑
手
を
伸
ば
せ
ば
届
く

の
で
は
︑
と
思
う
ほ
ど
紺
碧
の
色
が
濃
い
︒
ま
た
︑
そ
の
青
い
色
の
広

が
り
は
心
に
解
放
感
も
与
え
て
く
れ
る
︑
ま
さ
に“

母
な
る
海
だ”

︒

　
そ
し
て
足
を
小
道
に
戻
し
て
残
り
の
コ
ー
ス
を
歩
き
続
け
る
と
︑
ハ

イ
キ
ン
グ
も
間
も
な
く
最
終
地
点
だ
︒
こ
こ
か
ら
先
は
足
場
の
悪
い
上

り
下
り
が
続
き
︑
手
を
使
い
な
が
ら
進
む
こ
と
に
な
る
︒
大
き
な
岩
山

や
岩
場
の
溝
を
通
り
︑
途
中
に
は
洞
窟
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
更
に

道
は
続
き
︑穏
や
か
な
草
地
の
下
り
へ
と
変
わ
っ
た
︒程
良
い
汗
を
か
き
︑

風
を
う
け
な
が
ら
爽
快
な
気
分
で
歩
き
続
け
て
１
時
間
２
０
分
︑
漸
く

最
初
の
地
点
に
戻
る
こ
と
が
出
来
た
︒
天
候
に
も
恵
ま
れ
︑
青
い
空
と

紺
碧
の
海
を
望
み
︑
そ
し
て
山
の
緑
に
包
ま
れ
︑
最
高
の
条
件
の
下
で

楽
し
く
ハ
イ
キ
ン
グ
を
体
験
で
き
た
瞬
間
だ
っ
た
︒

八
丈
島
で
小
さ
い
頃
か
ら
海
に
親
し
ん
で
き
た
自
分
は
︑
山
と
の
触
れ

合
い
は
学
校
の
遠
足
く
ら
い
で
あ
っ
た
︒
そ
の
後
の
時
々
の
帰
郷
の
際

も
︑
や
は
り
行
く
の
は
海
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
こ
う
し
て
富
士
山
の
山

頂
を
巡
っ
て
み
る
と
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
新
た
な

島
の
自
然
の
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
︒
そ
し

て
こ
の
﹁
お
鉢
巡
り
ハ
イ
キ
ン
グ
﹂
は
今
回
の
帰
郷
の

中
で
は
思
っ
て
も
見
な
か
っ
た
故
郷
か
ら
の
嬉
し
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
あ
っ
た
︒

八
丈
富
士
の
お
鉢
巡
り

三
十
六
年
度
卒　
　
　
峯
元　
信
博



会員便り

30 年度卒 　山崎 秀子

P-5

31 年度卒業（ S . H ）

早いもので私たち同期は７０代に入りました。小中学校の遠足では、八丈富士や三原山へ、夏は底

土港で生み遊びをし、二学期を迎えたものです。

小さな島とは言え、自然に恵まれた中で育った私達は里芋や明日葉からも健康を戴き、海の幸にも

恵まれていました。

島から離れ、それぞれの道は違いましたが、今、またこのように三根会でお会い出来る事は素晴ら

しいことです。私は福祉や健康づくりに関わっていますが、思いますのに齢を重ねるごとに筋力や

心身の活力が低下する状態（フレイル）を予防するための適切な運動や食事について、また薬の重

複による副作用等（５種類以上服用しているケース「ポリファーマシー」という）、医師に相談し

ましょう。日々の生活に気をつけ、これからも７０代、８０代と元気でお会いできることを願って

います。

三根会に参加して

三根小学校時代の思い出

                                                                                                                     数年前、帰省した時の事、三根小学校

                                                                                                                     の脇道で「あび」（山苺）が色づいて垂

                                                                                                                     れているのを見つけました。丁度、通

りかかった３～４年生位の男の子３人に「おいしそうね、とっていかないの？」と話しかけたら、変

な顔されて走り去りました。（あ～今の子は食べないんだ）と認識。

私達が小学校の頃は、今と異なって、美味しいおやつなどない時代。でも、海に山に食べ物（おやつ）

を求めて走り回ったあの楽しかった思い出、今でも私の宝です。春になると、「びんご（草の穂）」、「い

たどり」、「ねぶたち」、夏には「ようも（やまもも）」、「かの実（桑の実）」、「あび」、「さくらんぼ」。

海からは「シタダミ」を取り、秋には何といっても「椎の実」、そして「ちぎの実」、「浜グミ」！今

では考えられないでしょうね。

勿論、たべる楽しみもありましたが、この時の仲間との遊びや探検は今の同期生とのつながりになっ

ていると思います。（ちなみに、この時代の私は家族に “みきすてねっこめ ”と呼ばれていました）。

私たち同期は「三五会」という会を作り、年に一度、夏に同期会、また、有志を募って旅行を北海道

から九州まで実施しています。

私も、八丈島を離れ、すでに五十五年、でも、帰省するといつも温かく迎えてくれる仲間がいます。

ふる里、八丈島は私の自慢です。また、「三根会」は同期生に会えるだけではなく、先輩、後輩、親

せきや近所だった方達にも会う事が出来る素晴らしい場になっています。

会長さんはじめ、幹事の皆さんの方のご苦労あっての「三根会」です。本当にありがとうございました。

ててんくんくんもあろ
じゃ。



P-6

タイムマシンの風に乗って

文集より  S・A

（ T . Y ）

定年退職後は島でのんびり暮らすと思った私は７～８年前から母の介護のため、島と埼玉と行った

り来たりの生活が続いておりました。数年前に母が骨折して介護休暇を取って、島で２カ月位介護

生活しました。その後、私が定年退職になり島でのんびり暮らすことが出来ると思っていた矢先、

母が病気で倒れて入院、リハビリを行いましたが、歩行できなくなってしまい、現在は老人ホーム

で面倒を見てもらっています。

３年前には私自身も病気で倒れて救急搬送、幸いにも現在は元気になっています。つまらない話を

してしまいましたが一月に島の人に返り咲きました。母が家に居ない事は寂しいですが、夢（島に

帰る）がかなった？私です。

ぼくは５年生になってからしゅくだいをやってこなくなりました。なまけてばか

りなのでこれからやってくるようにします。だから先生もしゅくだいをいっぱい

ださないようにしてください。それから校舎の中であばれないようにします。
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表紙紹介
表紙写真は合成です。神止山・八丈富士と為朝凧のイメージをお楽しみ下さい。
為朝凧協力：沖山 久則

12:00　三根会総会開催　（司会　幹事長　峯元 信博）
　　  　会長挨拶　　　　会長　　　　　　小宮山　肇
　　  　会計報告　　　　会計　　　　　　佐藤　千鶴代
　　  　会計監査報告　　会計監事　　　　須藤　保
　　　  新役委員紹介　　　　　　　　　　会長より全役員
12:15　懇親会　（司会　副幹事長　小宮山 稔）
　　  　来賓挨拶　　　　八丈町町長　　　山下　奉也
　　  　来賓挨拶　　　　八丈町議長　　　土屋　博　
　　  　来賓挨拶　　　　三根小学校校長　鈴木　勲　　
12:30　乾杯　　　　　　名誉会長　　　　高橋　朝見
　　  　＜歓談＞
13:30　山本元富士中学校校長挨拶
13:50　お笑い芸人　スモーキードライ
　　　 恩師紹介　　　　　　　　　　　　会員有志
　　  　学年クラス紹介　　　　　　　　　21 年度、43 年度
14:10　 懐かしのフォークダンス　　　　　有志全員
14:20　くじ引き大会
　　  　＜歓談＞
15:00　校歌斉唱（全員）　　　　　　会員有志
　　  　万歳三唱　　　　　　　　　  副会長　太田　中
　　　  終了


